






















– 2012 年 – 現在： 
国立情報学研究所 学術コンテン
ツ課 特任准教授 




– 1999 年 – 2006 年： 
奈良先端科学技術大学院大学 情
報科学研究科 助手 
– 1994 年 – 1999 年： 
東京大学大学院工学系研究科修
士課程・博士課程 
– 1990 年 – 1994 年： 
東京大学工学部精密機械工学科 
– 博士（工学）：2001 年 
• 研究・開発テーマ 
– 2006 年 – 現在: 
学術情報データベース 
関連サービス研究開発 

















































Jinha, A. (2010). Article 50 million: An estimate of the number of scholarly articles in existence. Learned Publishing, 
23(3), 258–263. http://doi.org/10.1087/20100308 





8 UNESCO Institute for Statistics (UIS), "Researchers (FTE) - Total, Dataset: Science,technology and innovation " 




















































European Union (15 countries)
OECD - Total
China (People's Republic of)
各国の研究者FTEの推移 
(1981-2014) 
9 Main Science and Technology Indicators: http://stats.oecd.org. Data extracted on 09 Oct 2016 13:16 UTC (GMT) from OECD.Stat 
世界各国の研究者FTEは年々増加しているが、日本は1998年以降横ばいで推移 
学術知識と研究者の情報的性質 
The nature of information resources of academic knowledge and 
















































































学術知識空間 研究者空間 学術知識空間 名前空間 
逆写像が存在しない 
名前  、学術知識  、および  から抽出できる特徴   を用いて、 
貢献      の元      と      が同一研究者によるものか判断する。 
ただし、     とする。 
同姓同名の分析 
















は、同姓の数を示し、    は定数 
Baek, S., Kiet, H., Kim, B.: Family name distributions: master equation approach. Phys. Rev. E 76, 046113 (2007). doi:10. 1103/ PhysRevE. 76. 046113 




























– 個人名1,263,685件（西洋人著者名含む， 2008年12月18日） 
• JAPAN/MARC典拠ファイル 
– 個人名，家名，団体名，および統一書名の典拠 
– 個人名681,924件（西洋人著者名含む， 2008年7月5日） 
• TRC/MARC著者名典拠ファイル 
– 個人名，機関名の典拠 






































































Normal scale Log scale 
著者名典拠における 
異なり姓名順位トップ20 
NACSIS--CAT JAPAN/MARC TRC/MARC 
順位 姓名 登録件数 姓名 登録件数 姓名 登録件数 
1 高橋徹 20 鈴木博 29 鈴木博 27 
2 鈴木博 17 田中実 29 田中実 26 
3 佐藤進 17 伊藤博 28 小林茂 24 
4 田中実 16 小林茂 26 高橋徹 23 
5 伊藤博 16 鈴木一郎 24 鈴木実 22 
6 高橋進 13 高橋一郎 22 佐藤進 21 
7 高橋清 13 佐藤正 22 渡辺誠 19 
8 鈴木一郎 13 高橋徹 21 佐藤正 19 
9 小林茂 13 鈴木実 21 伊藤博 19 
10 吉田豊 13 田中豊 21 田中稔 18 
11 高橋誠 12 （李〓） 21 小林一郎 18 
12 田中宏 12 鈴木茂 20 鈴木隆 17 
13 渡辺誠 12 吉田稔 20 鈴木茂 17 
14 渡辺茂 12 田中宏 19 田中宏 17 
15 小林哲夫 12 佐藤進 19 吉田豊 17 
16 田中明 11 高橋和子 18 佐藤博 17 
17 佐藤正 11 渡辺誠 18 高橋進 16 
18 中村宏 11 渡辺宏 18 田中豊 16 
19 高橋豊 10 高橋清 17 田中茂 16 








































29 蔵川圭，著者の識別子，現代の図書館，Vol.49, No.4, pp.219-226, 2011.12 
カテゴリ サービス名 著作者の識別子例 著作者の識別子説明 
図書館目録 LC MARC21 n78095332 LCCN, 最大12桁英数字 
図書館目録 JAPAN/MARC 00054222 レコード管理番号, 8桁数字 
図書館目録 NACSIS-CAT DA00151899 レコードID, 10桁英数字 
図書館目録 TRC/MARC 110000737940000 典拠ID, 15桁数字 
著作者識別子 VIAF 96994048 VIAF ID, 桁数浮動の数字 
商用研究者ディレクトリ ResearcherID A-1009-2008 ResearcherID, 11桁英数字 
商用学術論文データベース Scopus 7404300349 Scopus Author Identifier 
学術論文データベース CiNii 1000030413925 13桁数字(クラスターID) 
学術情報データベース J-Global 200901004071465920 J-Global ID, 18桁数字（著作者を含むID） 
サブジェクトリポジトリ arXiv http://arxiv.org/a/warner_s_1 arXiv Author ID, オプトイン 
サブジェクトリポジトリ INSPIRE J.C.Wang.2 姓名と数字(クラスターID) 
サブジェクトリポジトリ Author Claim (RePEc) pma2 サブジェクトリポジトリRePEcの著者サービス 
研究者識別子 Names Project http://names.mimas.ac.uk/individual/345 Names ID 
研究者識別子 DAI info:eu-repo/dai/nl/123456785 Digital Author Identifier 
研究助成データベース KAKEN 30107370 科研費研究者番号, 8桁数字 
研究者ディレクトリ VIVO http://vivo.ufl.edu/individual/n25562 個別VIVOシステムごとにURI 
研究者ディレクトリ ReaD&Researchmap 1000255420 ReaD研究者コード, 10桁数字 
研究者識別子 Researcher Name Resolver 1000010332769 研究者リゾルバーID, 13桁数字 
研究者識別子 ORCID 1422-4586-3573-0476 ORCID, 16桁数字 
クリエーター識別子 ISNI 1422 4586 3573 0476 ISNI, 16桁数字 
研究者識別子と関連学術知識 
30 
カテゴリ サービス名 関連学術知識 
図書館目録 LC MARC21 図書 
図書館目録 JAPAN/MARC 図書 
図書館目録 NACSIS-CAT 図書 
図書館目録 TRC/MARC 図書 
著作者識別子 VIAF 図書 
商用研究者ディレクトリ ResearcherID 学術論文 
商用学術論文データベース Scopus 学術論文 
学術論文データベース CiNii 学術論文、雑誌 
学術情報データベース J-Global 学術論文 
サブジェクトリポジトリ arXiv 学術論文（数物系） 
サブジェクトリポジトリ INSPIRE 学術論文（高エネ物理） 
サブジェクトリポジトリ Author Claim (RePEc) 学術論文（経済） 
研究者識別子 Names Project 機関リポジトリの学術成果一般 
研究者識別子 DAI 学術成果一般 
研究助成データベース KAKEN 助成課題および成果報告書 
研究者ディレクトリ VIVO 学術成果一般 
研究者ディレクトリ ReaD&Researchmap 学術成果一般 
研究者識別子 Researcher Name Resolver 学術成果一般 
研究者識別子 ORCID 学術成果一般 
クリエーター識別子 ISNI 楽曲、図書 
研究者識別子とURI 
31 
カテゴリ サービス名 URI例 
図書館目録 LC MARC21 http://lccn.loc.gov/n78095332 
図書館目録 JAPAN/MARC http://id.ndl.go.jp/auth/ndlna/00054222 
図書館目録 NACSIS-CAT 
図書館目録 TRC/MARC 
著作者識別子 VIAF http://viaf.org/viaf/96994048/ 
商用研究者ディレクトリ ResearcherID http://www.researcherid.com/rid/A-1009-2008 
商用学術論文データベース Scopus 
学術論文データベース CiNii http://ci.nii.ac.jp/nrid/1000030413925 
学術情報データベース J-Global 
サブジェクトリポジトリ arXiv http://arxiv.org/a/warner_s_1 
サブジェクトリポジトリ INSPIRE http://inspirehep.net/author/J.C.Wang.2 
サブジェクトリポジトリ Author Claim (RePEc) http://authorclaim.org/profile/pma2/ 
研究者識別子 Names Project http://names.mimas.ac.uk/individual/345 
研究者識別子 DAI info:eu-repo/dai/nl/123456785 
研究助成データベース KAKEN http://kaken.nii.ac.jp/r/30107370 
研究者ディレクトリ VIVO http://vivo.ufl.edu/individual/n25562 
研究者ディレクトリ ReaD&Researchmap 
研究者識別子 Researcher Name Resolver http://rns.nii.ac.jp/nr/1000010332769 




カテゴリ サービス名 オーソリティ オーソリティを高める方法 本人認証 
図書館目録 LC MARC21 ◯ キュレーター なし 
図書館目録 JAPAN/MARC ◯ キュレーター なし 
図書館目録 NACSIS-CAT ◯ キュレーター なし 
図書館目録 TRC/MARC ◯ キュレーター なし 
著作者識別子 VIAF ◯ 典拠のリユース、クラスタリング なし 
商用研究者ディレクトリ ResearcherID △ 本人申告 あり 
商用学術論文データベース Scopus ✕ クラスタリング なし 
学術論文データベース CiNii ✕ クラスタリング なし 
学術情報データベース J-Global ✕ クラスタリング なし 
サブジェクトリポジトリ arXiv △ 本人申告 あり 
サブジェクトリポジトリ INSPIRE △/◯ 本人申告、キュレーター あり 
サブジェクトリポジトリ Author Claim (RePEc) △ 本人申告 あり 
研究者識別子 Names Project ✕ クラスタリング なし 
研究者識別子 DAI ◯ キュレーター あり 
研究助成データベース KAKEN ◯ キュレーター なし（e-rad上はあり) 
研究者ディレクトリ VIVO △ 本人申告 あり 
研究者ディレクトリ ReaD&Researchmap △ 本人申告 あり 
研究者識別子 Researcher Name Resolver ◯ KAKENの識別子のリユース なし 
研究者識別子 ORCID △/◯ 本人申告、外部組織承認 あり 




























小林 誠,渡部 欣忍,松下 隆",大腿骨骨折をmipoで治療する場合の
問題点,骨折, (2009) 
小林 誠,マーケティング概念のシステム論的再構成 : マーケ
ティング・コミュニケーション・ミックスを例として,社会環境研究, 
(2003) 
小林 誠,Chiral Symmetry,素粒子論研究, (1970) 
「小林 誠」 「小林 誠」 
著者名曖昧性解消手法の分類 
36 




* NEWCOMBE, H. B., KENNEDY, J. M., AXFORD, S. J., & JAMES, A. P. (1959). Automatic linkage of vital records. Science 
(New York, N.Y.), 130, 954–959. doi:http://dx.doi.org/10.1126%252Fscience.130.3381.954 
Ferreira, A. A., Gonçalves, M. A., & Laender, A. H. F. (2012). A brief survey of automatic methods for author name 
disambiguation. ACM SIGMOD Record, 41(2), 15. doi:10.1145/2350036.2350040 
機械学習とは 
• 訓練集合(training set)の要素ベクトル  が目標ベク





関数   である。 









• 教師なし学習(unsupervised learning) 
– 入力ベクトルのみ与えられる 
• クラスタリング(clustering) 
• 密度推定(density estimation) 
• 視覚化(visualization)のための次元圧縮 










 "松本 健一,山本 博士,白吉 安昭,竹田 直樹,相沢 慎一,池村 淑道,中辻 憲夫", 
 遺伝子ターゲティングによる細胞外マトリックス・テネイシンxの機能解析,日本分子生物学会年会プログラム・講演要旨集 
20,B-10003797238-1-CJP,松本健一,:NA,マツモト ケンイチ,日新製鋼(株)呉製鉄所 圧延部,Wakamatsu Works Hitachi Metals Ltd.,1997, 
 "松本 健一,村重 進,石川 淳,森野 泰司,早川 一,空野 博明", 
 熱間薄板圧延仕上げ前段ミルロールにおける表面損傷の超音波法による評価技術の開発,材料とプロセス : 日本鉄鋼協会講演論文 
 集 = Current Advances In Materials And Processes : Report Of The Isij Meeting 
20,B-10003797238-1-JIC,松本健一,Matsumoto Ken&apos;ichi,マツモト ケンイチ,日新製鋼 呉製鉄所,Nisshin Steel Co. Ltd. Kure Work.,1997, 
 "松本 健一,村重 進,石川 淳,森野 泰司,早川 一,空野 博明", 
 熱間薄板圧延仕上げ前段ミルロールにおける表面損傷の超音波法による評価技術の開発,材料とプロセス : 日本鉄鋼協会講演論文 
















































小林誠データセット (Koba-ci dataset) 
 :レコード数 = 1121, クラスター数=119 
  119人の同姓同名が含まれている 





















蔵川圭, 馬場康維, テンソル分解の著者名寄せへの応用と潜在変数を持つモデルとの比較, 情報処理学会第78回全国大会
講演論文集, pp. 1-495 – 1-496, 東京, 慶応大学矢上キャンパス, 2016.03.10-12 
Koba-ci dataset 
実験結果の例(性能および実行時間) 
43 蔵川圭, 馬場康維, テンソル分解の著者名寄せへの応用と潜在変数を持つモデルとの比較, 情報処理学会第78回全国大会
講演論文集, pp. 1-495 – 1-496, 東京, 慶応大学矢上キャンパス, 2016.03.10-12 
研究者の識別子と名寄せのアプ
ローチの対比分析と統合デザイン 
Comparative analysis and integration design between researcher 
































デジタルオブジェクト、研究データ 研究者 組織 
DataCite THOR CrossRef 
PANGAEA OpenAIRE EUDAT 
グラント 
IGSN (international geoscience number) 
FORCE11 data citation principles 




















 49 Kurakawa, K., Takeda, H., Takaku, M., Aizawa, A., Shiozaki, R., Morimoto, S., & Uchijima, H. (2014). Researcher Name Resolver: identifier management system for Japanese researchers. International Journal on Digital Libraries, 14(1–2), 39–58. 
http://doi.org/10.1007/s00799-014-0109-z 
研究者リゾルバーのWebサービス 
• Researcher URI 
• OpenSearch 
• Linked data structure 
• RDF export 
• URL Redirection 
50 
Campus Directories 
Redirection service URL for a researcher 




Kurakawa, K., Takeda, H., Takaku, M., Aizawa, A., Shiozaki, R., Morimoto, S., & Uchijima, H. (2014). Researcher Name Resolver: 












• On the shoulder of the giant (巨人の肩の上に立つ) 
– 知の創生プロセスに関わるすべての貢献者への賛辞 
 51 
おわりに 
• 増え続ける学術知識と研究者 
• 学術知識への貢献の明示 
–研究者識別子 
–研究者名寄せ 
• 学術のオープンデザイン 
–オープンサイエンス 
–学術環境のオープンデザイン 
–学術文化の継承 
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